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はじめに

石油ｽﾄｰﾌﾞ・ﾌｧﾝﾋｰﾀｰの年度別販売台数

節電

開放型燃焼器具
利用増

高気密住宅

室内空気は安全？
燃焼ガス発生による ※開放型暖房器具とは

：燃焼用空気を室内から取り入れて

室内に排出するもの
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冬の使用暖房は？
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こたつ/ｶｰﾍﾟｯﾄ エアコン 電気ストーブ ｶﾞｽ/石油ｽﾄｰﾌﾞ

※出典：ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾄﾘﾋﾞｭｰﾝ 2014年4月、ｳｪｻﾞｰﾆｭｰｽ「冬の暖房事業調査」(2013.11～2014.1、66,487人）

ガス/石油ストーブは北海道で83％、東北や甲信で約半数が使用

寒さが厳しいエリアほどガス・石油ストーブ派
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試験概要

試験目的
開放型石油暖房器具（石油ストーブと石油ファンヒーター）

使用時に、発生する燃焼ガス由来の室内空気質を確認する

石油ストーブ 石油ファンヒーター
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試験概要

試験内容

換気システムの稼動状況など、想定される生活状況毎に調査を行う

 24時間換気システム運転（強・弱）・停止時の濃度

 窓開け換気10分後の濃度

 窓の隙間3cm開放時の濃度（二方向の窓）
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試験概要

測定物質

二酸化炭素
CO2

燃焼ガス発生

一酸化炭素
CO

浮遊粉じん
(浮遊粒子状物質)

二酸化窒素
NO2

PM2.5
（微小粒子状物質）

温度 湿度 灯油消費量

5物質
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試験概要 測定器

二酸化炭素（CO2）

一酸化炭素（CO）

神栄ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ製
　「エア　アドバイス　IAQモニター」

　(CO2: 0～3000ppm、CO: 0～60ppm)

　　　　　　　　　<1分毎に連続測定>

光明理化学工業㈱製

 「CO・CO2 ﾓﾆﾀ」UM-300

  (CO2: 0～10000ppm、

   CO: 0～100ppm)
　　　<1分毎に連続測定>
※2013年に測定上限値超過のため本機に変更

二酸化窒素（NO2）

光明理化学工業㈱製ガス検知管
　 ・740     (0.01～0.10ppm)
　 ・117SD (0.1～1.0ppm)
　 ・117SB (0.5～30ppm)
　　　　　　　　　<30分毎に測定>

同左

浮遊粉じん
温度、湿度

同左

PM2.5
神栄ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ製
　「PMセンサ」
　　<10分毎に連続測定>

実施せず

（灯油消費量）重量

新光電子製
 電子天秤「HJR-33KJS」
　（5～33kg、実目量:0.1g）
　　　　　　　　　<5分毎に目視測定>

Ａ＆Ｄ製
 電子天秤「GP-12K」
　（0.1～12kg、実目量:0.1g）
　　　　<1分毎に連続測定>

※2014年はﾃﾞｰﾀ出力ｹｰﾌﾞﾙ付属の本機に変更

神栄ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ製
　「エア　アドバイス　IAQモニター」 <1分毎に連続測定>

測定器

2013年 2014年
測定項目
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試験概要 基準値

項目 対象法令 基準値（赤字が、図に用いた値）

二酸化炭素（CO2）
厚生労働省「建築物環境衛生管理
基準」

1000ppm以下

一酸化炭素（CO）
WHO欧州「室内空気質ガイドライン
2010」

35mg/m
3
（30ppm） [1時間値]

10mg/m
3
（9ppm）   [8時間値]

 7mg/m
3
（6ppm）  [24時間値]

二酸化窒素（NO2）
WHO欧州「室内空気質ガイドライン
2010」

200μg/m
3
（0.11ppm） [1時間値]

 40μg/m
3
（0.02ppm） [年平均値]

浮遊粉じん
厚生労働省「建築物環境衛生管理
基準」 0.15mg/m

3
 （150μg/m

3
）以下

PM2.5 環境省「環境基準」 35μg/m
3
以下 [1日平均値]
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試験概要 試験居室

建物概要 試験居室

ｳｫｰｸｲﾝ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ(1)
洋室(2)

ｳｫｰｸｲﾝ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ(2)

洋室(3)

洋室(4)

バルコニー

主寝室(1) 主寝室(2) 3
6
7
0

4580 [mm]

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

軽量鉄骨造2階建（戸建/入居）
2006/3/27竣工（奈良県生駒市）
次世代省エネルギー基準（等級4）
第1種機械換気システム

2F

9.5帖（16m2、38m3）
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試験概要 試験居室

【2014年測定の変更点】
・窓を少し(3cm）開放した状態での測定を追加
・開放型石油暖房器具の設置位置（窓際に変更）
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試験概要

石油ストーブ・測定機器設置状況（2014年）
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試験概要

試験手順 開放 窓の閉鎖 開放 閉鎖※ 開放

※2014年は窓の隙間有

24時間換気システム運転 　　　停止

開放型暖房器具運転

連続測定器運転、NO2測定（検知管）30分毎

  3h   2h 10min   1h    1h

    ▲  ▲  ▲  ▲  ▲  ▲  ▲  ▲
   18:00 8:00 9:00開始 12:00 14:00 14:10 15:10 16:10

　前日      　　　　　　　　　　　　　　　 試験日

①

⑤

②

③

④

⑥
⑦

※2014年は

　15:10まで

①試験開始前に外気測定。

②（24時間換気システム運転状態で）
濃度測定開始（連続）。

③暖房器具を運転する（22℃ベース）。

④３時間後、換気システムを停止する。
※トイレ換気扇は稼動

⑤２時間後、二方向（東面・南面）窓開
け換気１０分間行う。

⑥窓を閉める
※2014年は窓の隙間を各3cmに
する

⑦１時間後、暖房器具を停止し、窓開
け換気を行う（１時間）。
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試験結果 予備試験結果

機械換気運転時 0.23(弱)～0.28(強) 回/h
停止時 0.14～0.15 回/h

隙間3cm開放時 3.48 回/h 

予めCO2 減衰法で測定（ドライアイス使用）試験居室の換気量

換気回数は、

換気回数 換気量

[回/h] [m3/h]

2013年 機械換気 （弱運転） 0.23 8.6

機械換気停止※ 0.15 5.7

2014年 機械換気 （強運転） 0.28 10.8

機械換気停止※ 0.14 5.3

隙間3cm、機械換気停止※ 3.48 132.2

測定年 測定条件

※トイレ換気扇は稼動（実生活上、停止させることが少ないと考えられるため）

※2階ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽの24時間換気ｼｽﾃﾑ用換気扇が故障停止しており、修理後測定では0.5回/h 
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試験結果 （１）温度と湿度

試験居室

（参考）外気
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10分

窓開放
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窓隙間3cm
     (2014年)

発湿効果あり

温度 湿度 温度 湿度 温度 湿度
℃ %RH ℃ %RH ℃ %RH

最大値 15.4 91.4 12.1 92.9 10.6 77.5
最小値 2.3 40.8 0.3 41.3 0.5 40.2
平均 9.6 53.0 8.4 56.0 7.2 52.7

2014年
(ｽﾄｰﾌﾞ)

2013年 2013年
(ｽﾄｰﾌﾞ) (ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ)
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試験結果 （２）灯油消費量

ｽﾄｰﾌﾞの方が温度が高く、灯油消費量が多い

2013年ｽﾄｰﾌﾞの10時半過ぎの消費量低下は、しん調整つまみの下げ過ぎが原因

窓隙間3cm（二方向）により、それ以前に比べｽﾄｰﾌﾞ間の灯油消費量差は7％上昇
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試験結果 （３）空気質 ①二酸化炭素(CO2)濃度

 運転開始5～6分後に基準1,000ppmを超過して上昇

 10分の窓開放によって、基準1,000ppm以下に低下
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試験結果 （３）空気質 ①二酸化炭素(CO2)濃度

最終到達濃度を予測 ※灯油消費量から燃焼に伴うCO2発生量
を試算してCO2濃度の変化を推定

運転開始5時間後で10,000～25,000ppmに到達
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試験結果 （３）空気質 ②一酸化炭素(CO)濃度

2013年の石油ストーブの場合、基準を大きく上回った
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試験結果 （３）空気質 ②一酸化炭素(CO)濃度

しん調整つまみの下げ過ぎによる不完全燃焼が原因で、COが多く発生

2014年（ぼほ基準内）

2013年（大きく基準超過）

ストーブ しん調整つまみの下げ位置
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試験結果 （３）空気質 ③二酸化窒素(NO2)濃度

 基準値の7～10倍

 発生量が多いため、24時間換気システム停止（換気量が半分）
による影響はあまり見られなかった。

 10分窓開放で一旦は基準以下に

 二方向窓の隙間3cm開放で基準以下で推移
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試験結果 （３）空気質 ④浮遊粉じん濃度

粉塵濃度はいずれの場合も基準値を大きく下回った
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試験結果 （３）空気質 ⑤PM2.5濃度

いずれも基準値以下
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まとめ

CO2とNO2濃度は、短時間で基準値を超過した

CO、浮遊粉じん、PM2.5濃度は、基準値を超えなかった

濃度結果の基準達成要否

実測結果
（窓隙間3cm

開放時（3.48

回/時））

ストーブ ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ ストーブ ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ ストーブ

　二酸化炭素

　　　　（CO2）
× × × × ×

　一酸化炭素
　　　　（CO）

○ ○ ○ ○ ○

　二酸化窒素

　　　　（NO2）
× × × × ○

　浮遊粉じん ○ ○ ○ ○ ○

　PM2.5 ○ ○ ○ ○ ○

　　※取扱不備である、ｽﾄｰﾌﾞ「しん調整つまみ」の下げ過ぎによる不完全燃焼状況を除く

実測結果（窓閉鎖時）※
（推定）

換気回数0.5回/時
の場合
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開放型暖房器具

使用上の注意点 （空気質の観点から）

①開放型暖房器具の使用を控えてエアコンや床暖房を使う

石油ストーブや石油ファンヒーターなどの開放型暖房器具は、気道や肺に影響を与える二酸化窒素
（NO2）の発生量がWHO（世界保健機関）基準の数倍になるため、できるだけ使用を控えてエアコン
や床暖房を使用する。特にぜん息患者は、影響を受けやすいため注意する。

②開放型暖房器具を使用するときは頻繁な換気を行う
節電や防災観点から、どうしても使用する場合は、頻繁な窓開け換気を行う、または窓を数cm開け
るなどし、室内に汚染空気がたまらないようにする。24時間換気システムだけでは、開放型暖房器
具の汚染空気を排出しきれない。

③石油ストーブの「しん調整つまみ」を下げ過ぎない

しん調整つまみが「調整範囲」より下がると不完全燃焼を起こし、
一酸化炭素濃度が上昇し、身体が危険な状態になる。よって調
整範囲の中で使用し、それでも温度が高いので低くする場合は、
一旦消火する。

取扱説明書には、そのように記載されているが、実際に生活者
の中ではよく読まれないケースも多く、「しん調整つまみ」の調整
範囲外まで下げて使われるケースがある。このような使い方をし
ないよう注意する。

つまみ調整範囲


